


高齢者保健福祉計画
介護保険事業計画（第４期）の
策定にあたって

　わが国の社会構造は、急速な少子高齢化の進展に伴い、あらゆる分野において大きく変化をとげ
てまいりました。さらに、平成 27年には「団塊の世代」が 65歳以上となり、およそ人口の 4人
に 1人が高齢者という「超高齢社会」を迎えることが予想されております。このような中で、ひ
とり暮らしを含めた高齢者のみの世帯の増加、介護期間の長期化、先行きが不透明となった経済状
況など、高齢者を取り巻く環境は厳しさを増しており、行政には具体的な支援体制の確立が求めら
れております。
　本市では、合併による誕生から 9年目を向かえる本年は「西東京市総合計画」の折り返し地点
にあたり、見直しを行った「後期基本計画」がスタートいたします。また、本計画の上位計画にあ
たり、地域における福祉施策を総合的に推進していくための「第 2期地域福祉計画」の策定も行っ
たところです。
　高齢者福祉の分野においては、今後も確実に進展していく高齢化に際し、西東京市が取り組むべ
き施策を明らかにするため、元気な方から介護を必要とする方まですべての高齢者の皆さんを対象
とする「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第 4期）」を一体的に策定したものです。
　本計画は、「いつまでもいきいきと安心して暮らせるまち　西東京市」とした前期の計画の基本
理念を踏襲し、市民の皆様とともに豊かな高齢社会を築いていくための総合的な施策推進を目指す
ものといたしました。この点につきましては、私が申し上げている「健康長寿のまちづくり」の方
向性にも合致した内容となっております。
　計画の推進にあたりましては、「自助」「共助」「公助」のそれぞれが機能していくことが大切で
あると考えております。本計画の基本理念を実現するために、行政としてもその役割をしっかり果
たし、着実な施策・事業の実行に努めてまいりたいと考えておりますので、市民の皆様におかれま
しても、なお一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　最後になりましたが、今回の計画策定にあたりご尽力いただきました西東京市高齢者保健福祉計
画検討委員会及び介護保険運営協議会の委員の皆様、また、基礎調査や市民説明会、パブリックコ
メント(市民意見提出手続制度)におきまして貴重なご意見をお寄せいただきました市民の皆様に、
心から御礼申し上げます。

　平成 21年 3月

西東京市長
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★本計画書掲載の数値・構成比については、四捨五入の関係でその合計が合わない場合もあります。




